
”時間を大切に”の意味です

▲挨拶をする番条会長

▲新役員の紹介

▲第34回大会

▲廣田副知事のご挨拶

▲拍手で確認

第34回大会を開催
安心社会へ新たなチャレンジ 

～すべての働く仲間とともに「必ずそばにいる存在」へ～

新役員副事務局長挨拶
　この度、連合三重副事務局長（専従）を拝命いたしまし
た、私鉄総連三重交通労組出身の伊藤由幸です。決定され
た運動方針の下、働く仲間の一人ひとりの尊重とくらしを
「まもり」、地域社会を「つなぎ」、社会・経済の活力を「創り
出す」運動を、地域で働く仲間や生活者の安心に向けて共
に歩んで行きましょう。浅学非才を顧みず、期待に応えら
れるように努めてまいります。
　どうぞ宜しくお願いいたします。

　10月28日、メッセウイング・みえにおいて、第34回大会を開催しました。
　来賓には、三重県より廣田副知事、三重労働局より金尾局長、三重県経営者協会より
原会長をはじめ、各政党、新政みえ、福祉事業団体より代表の方々にご臨席をいただきま
した。
　主催者を代表して番条会長より、「2022春季生活闘争は、賃上げの流れを止めること
なく勝ち取ることができた。地域別最低賃金引き上げにも波及させることができ、三重県
では31円の引き上げとなり、格差是正や底上げに向けた大きな成果となった。この流れ
を2023春季生活闘争につなげていきたい。組織づくりは15万人の目標を掲げるととも
に、『ジェンダー平等推進計画フェーズ１』の推進についても引き続き取り組んでいく。ま
た、来年4月の第20回統一地方選挙では、連合三重や地協が推薦する立候補予定者の
必勝をめざすことを、改めてこの場で確認する」と挨拶しました。
　その後、2023年度運動方針（案）や2023年度予算（案）、役員補充選挙などについて、
満場一致でご確認いただきました。
　大会終了後は、直近の連合三重執行委員会で推薦決定を確認した第20回統一地方選
挙立候補予定者17名の紹介と決意表明をいただいた後、番条会長より推薦状を授与し
ました。

▲立候補予定者の紹介と決意表明
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▲グループ発表

▲ワークショップ

ユースフォーラムで交流を図る

▲バルーンアートの作成

▲講師の島田 浩二さん

▲四日市港をクルージング

▲亀山地協

▲松阪地協

▲桑員地協

▲鈴鹿地協▲津地協

桑員地協10月5日
、三泗地協10月5

日

鈴鹿地協9月20日
、亀山地協10月5

日

伊賀地協10月5日
、津地協10月5日

松阪地協10月3日
、伊勢志摩地協10

月12日

紀北地協10月6日
、紀南地協10月6

日

＜地協の取り組み日程
＞

2022

最低賃金周知に向けて県下各地で街宣行動
　三重県の最低賃金は、10月1日から「時給９３３円」になりました。
　連合は、毎月05日を「連合の日」と設定し、全国一斉行動を展開しています。
　10月5日の「05（れんごう）の日」を中心に、最低賃金の周知に向けて駅頭などで市民への訴え、街宣車で音源を流して走
るなど、地協の協力のもと県下各地で街宣行動を行いました。

　10月15日、四日市港ポートビル会議室において、次世代を担
うリーダーの育成や若年層の連合運動への理解を深めることを
目的に青年委員会主催の「2022ユースフォーラム」を開催し、
25名が参加しました。
　まず、主催者代表で番条会長の挨拶の後、展望展示室「うみて
らす14」を見学して、四日市港の歴史を学びました。
　その後、「イベントの企画・立案から組合員への参加呼びかけ」
の演題で、j.union株式会社の島田浩二さんを招いてワーク
ショップ形式で、コロナ禍におけるレク活動の進め方などについ
て研修を受け、参加者同士の交流を図りました。
　研修会終了後、「四日市コンビナート夜景クルーズ」に参加し、
四日市コンビナート周辺で多くの組合員が働いている企業の説
明などを受けました。
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　2022年度後期の三重大学の寄附講義は、10月5日か
ら2023年2月1日までの毎週水曜日に計15回開講し、3
年ぶりに三重大学で講義を行います。
　講師（ゲストスピーカー）には、公益社団法人 教育文化
協会の相原理事長から始まり、三重労働局の金尾労働局
長、三重県社会保険労務士会、三重県、福祉事業団体を
はじめ、各構成組織からの講義も予定しております。
　「働くことと労働組合」をテーマに、これから社会に出る
若い世代に社会人としての責任や働くことの意義と働く
者を守る労働法制などについて、それぞれの立場で講義
や学生とのディスカッションを行い、労働組合や連合の役
割などについて伝えていきます。 ▲教育文化協会の相原理事長 ▲三重労働局の金尾局長

2022年度 三重大学寄附講義が開講しました

　毎年12月10日は世界人権デーです。1948年12月10日に第3回国連総会において「世界人権宣言」が採択され、1950
年の第5回国連総会において、世界人権宣言が採択された日である12月
10日を「世界人権デー」に制定しました。
　日本では、人権の普遍性・平等性などを訴えるため、この日を含む直前
の1週間（12月4日から10日）が「人権週間」、直後の1週間（12月10日か
ら16日）までが「北朝鮮人権侵害問題啓発週間」と位置付けて、全国各地
で人権啓発活動を展開しています。
　三重県では、世界人権デーまでの1か月（11月11日から12月10日）を

「差別をなくす強調月間」として、県下各地で人権啓発を行っています。
　連合三重も、毎年、加盟する部落解放三重県民会議の仲間ととともに
街宣行動を行い、人権や自由を尊重し確保することの重要性を訴えてい
ます。

12月10日は「世界人権デー」

新政みえと政策意見交換を行う

▲意見交換 ▲新政みえの舟橋代表（三重県議会議員）

　10月12日、プラトンホテル四日市において、「新政みえとの政策・制度実現に
向けた意見交換会」を行いました。
　参加者は、新政みえの三重県議会議員、連合三重三役12名と、連合本部の佐
保総合政策推進局長にもご参加いただき、「連合の重点政策について地方政策
に望むこと」の演題で講演をしていただきました。
　その後、新政みえビジョン（案）について新政みえより説明を受け、意見交換を
行いました。

▲政策・制度検討委員会の葛山委員長（副会長）

▲近鉄四日市駅前で街宣をする番条会長
（2021年12月4日）
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三重県労福協
豊かで、公正な社会づくりをめざして。

〒514－0004　津市栄町1丁目891
三重県勤労者福祉会館内
ＴＥＬ　059－225－2855
ＦＡＸ　059－229－4433
ホームページ　http://www.mie-rofkyo.jp

私たちは、日本でただひとつ。はたらく人のための生活応援バンクです。

〒514－0003　津市桜橋2丁目126番地
ＴＥＬ　059－224－0336
ＦＡＸ　059－224－4819
ホームページ　http://tokai.rokin.or.jp

共済事業をとおして「労働者福祉運動」をサポートします。

〒514－0004　津市栄町4－259－1
ＴＥＬ　059－227－6167
ＦＡＸ　059－225－5069
ホームページ　https://www.zenrosai.coop

理想の住まいづくりをカタチにする暮らしのパートナー。

〒514－8540　津市栄町1丁目891
三重県勤労者福祉会館内
ＴＥＬ　059－225－0851
ＦＡＸ　059－225－0337
ホームページ　http://www.mie-jsk.or.jp/

安心社会づくりに向けた福祉活動に、各種団体と連携して取り組みます

「第31回定期総会」

　「連合・愛のカンパ」は、自由、平等、公正で平和な世界の実現に向けた社会貢献活動と
して取り組むもので、NGO・NPO等の事業・プログラムへの支援、および自然災害など
による被災者に対する救援・支援を目的として、組合員にご協力いただいたカンパ金を
「必要とする人々に、善意の寄付を届ける」ために取り組んでいます。
　2022年度「連合・愛のカンパ」の集約金は90,447,873円となり、国内外で社会貢献
活動に取り組む団体や、大規模自然災害で被災した地域への支援として届けられます。
　連合三重では2団体を連合本部に
申請し、地域助成を受けることができ
ました。

　10月26日、三重地方自治労働文化センターの大会議室において、第31回定期総会
を開催しました。
　コロナ第7波の感染拡大が峠を越したとはいえ、コロナ禍での開催であり若干規模
を縮小し、役員、代議員等を含め約60名の出席のもと、2022年度の活動報告をはじ
め、2023年度の活動方針および予算などを決定しました。
　今総会では、急速な円安により資源や食料等の高騰が続き、先行きが見えない中で
はありますが、現役世代の労働環境はもとより、年金・医療・介護など社会保障の改善
等に向け、親睦と交流を通じてさらなる団結を固めていくことを確認しました。
　また、定期総会に先立ち記念講演会を開催しました。講師には、「憲法改正問題を考
える」の演題で、元連合三重顧問弁護士の渡辺伸二さんをお招きし、衆議院・参議院の
両選挙で自公が勝利するとともに、改憲勢力が3分の2を超えたことにより、憲法改正
が現実化しつつあるなど、講演をいただきました。

三重退職者連合　　　　　　　　　　   を開催

職場でのトラブルや悩み、まずは連合三重にご相談を！

＜連合三重からの申請による地域助成＞
団体名
太陽の家

尾鷲みんなの食堂

推薦組織
桑員地協
紀北地協

回数
2
2

助成金
500,000円
100,000円

▲記念講演会

▲総会の様子

2022年度

「連合・愛のカンパ」地域助成が決まる


